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瀬縮度試験報告書

　一第坪報一

アントラセン

　c14Hlo

M8メベクトル

外　観

純度醐

吾｝解堆

（試料　ノ紅K－74）

（図一て5参窯）

微黄色晶性粉末　融点⑩　217

96以上　　沸点ゆ　5599

弘士水一1ppm　∫～圷

コ一州サン　500ppm　以下

アセトン　　　　謂

テトラヒト七フラン　」

〔 使用〕

a試験期間

5

3

昭和54年9月10臼　～昭和54年12月27日

試験方法及び条件

1驚細岡一一軸・
1　TLm試験

　　　48TL－m値　210pI皿以上一，
　　　1窮1報試験結果による。詳細は第1報参熊1

去2　濃縮度試験

よ皇．1　試験条件

　　⑧　水系環境調節装置　　流水式

　　　　　（揮発性化学物曾甫濃縮度試験襲促を使用）

　　　　　試験水槽

　　　　　　　ガラメ製　容量　1001　流水量　11551／臼

　　　　　　原液：希釈水＝2mユ／努：800皿1ノ分

　　（b）試験魚

　　　　　　　　　　　平均体重　　　5　2．0　9
　　　　　　コ　イ
　　　　　　　　　　　平均体長　イα6cm

　　　　　　　　　　　平均脂質含量5．ロ％＊

　　　　＊E．G．B1土ghan吐W．’」」P7er，can．J．BiOCh・m．正野8土01．，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翌，911（1959）

＠　外部清韻及び順化

　（1）外部消偉

　　　止水状態で10ppm堵酸クロロテトラサイクリン水溶液で24

　　　時間薬浴を行った。

　（2”1直　　　　イヒ

　　　25℃　x　ア日間

但）　濤解法（分散剤及ぴ分散法）

　　　供試物笑巳2gとツィーソ80　1gとD　M白g55gを

　　　加え25tで蔭解後、水を加えてさらに超音波を一で0分

　　　間照射した後、全量を11にし、　200四n一（W／V）の

　　原液を鯛麺しだb



（e）試験温度

　　　25士1℃
（f）　水槽中の溶存酸素量

　　　図一15及び14参照

（9）水槽濃度

　　　指示により、第1区15ppb筥1区1・5PPbとした。

設　定　値

匝殖丁
　　　　（単位 PPb　W／V）
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　表目1　濃縮倍室を求めるための平均濃度
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五2．2　分析条件

　　la）　使用分析機器及ぴ条件

　　　　　装　　置　　ガスクロマトグラフー質量分析計塑一日立

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　RMU－6MG・

　　　　　σc条件

　　　　　　カラム　　2％OV－17／クロモソルプW－AWDMCS

　　　　　　　　　　　lm　×　5mmφ一　ガラス

　　　　　キャリアガス　　　He

　　　　質量分析計条件

　　　　　セノくレータ温度　 260。C

　　　　　イオンイヒ電圧　　 20eV

　　　　　加速電圧　 二2K▽

　　　　　イオン源温度　　200℃

　　　　　演lj『定■m／ε　　178



　（b）　分析試料の前処理

　　（1）　魚体

　　　　　　　　　　　　　区韓．刃

　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　・体重　体長測定
　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！細片化

　　　　　　　　　　　　　　　　1←　1N一水酸化カリウム●エタノール溶液

　　　　　　　　　　　　　　　　鍵1肝50皿

　　　　　　　　　　　　　　　　1振とう

　　　一’　　　　一　　’一い一
「π｝蒋r　　巨ヨキサ劉

　　　、r雛壇牡・回，

　　　！　　　　　　　　　　　　　i

陳一一藷幅下　　「n一繭
　　　　　　ララロペ　ロ　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラロ　　　　　しサペ　へ　

　　　　　　　　　　　　　　一1
　　　　　　　　　　　　　　　　・脱水

　　　　　　　　　　　　　　　　・濃縮

　　　　　　　　　　　　　　　　・カラムク・マトグラフ法（全量負荷）

　　　　　　　　　　　　匿正直蜀

　　　　　　　　　　　　　　　　！濃縮

　　　　　　　　　　　　　　　　ト10ml定容（n一ヘキサン）
　　　　　　　　　　　　　　　　む　　　　　　　　　　　　匝

　カラムクロマトグラフの条件

　　ク・マ噌　20m皿φガラス製
　　充てん剤　シリカゲル5多含水　5g（和光純薬製）

　　　　　　　　　（n一ヘキサンで充てん）

　分画法：第1面分　　n一ヘキサン　　50m1

供試物質は筆1両分に溶出する。

（2）　試　験　水

　　　　　　　　厭験水1
　　　　　　　　””下→皿　・薦槌齪第2翻

　　　　　　　　　　　．採水　　2・0岨　公

　　　　　　　　　　　　←nヘキサン　200m1　200ml

　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　←NaC1　　　　　509　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　500g

　　　　　　　　　　　・振とう　　　一一一．－－＿＿＿」
　　　1．．　　　　＿＿＿＿⊥＿＿＿

［f』』司巨一一竺、羽
　　　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　・脱水ろ過

　　　　　　　　　　　・濃縮

　　　　　　　　　　　，畢定容　10ml．（n一ヘキサン）

　　　　　　　　　　　ラ
　　　　　　　　辰薗1



　牛　試験結果

　生1　供試魚の状態

　　　　　外観観察結果　　　正常

4．2　濃縮度試験の結果

　　　　表一2　　　供試物質の峠緒倍峯
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5．分散剤が濃縮性に与える影輝についての考察

「分散剤使用による濃縮性への影導」については、当協会で実施し

た試験の結果をもとに統計的解析を行った結果、分散剤の種類、濃

度は濃縮性に影灘を与え老いという結果が　えられている。

　　（55年6月　試験法分科会提出資料）

　一；疲に分散剤の盤縮性に及ぼす骸響について究明するのは・きわめ

七菌難であるが、ここでは今回の分骸条件にむける濃縮性への影蓼に

ういて検討を試みた。

　本試験条件にむいて濃度依存の傾向は認められなかったが、分計剤

が濃縮性に影響を与えるケースとして他に、次の（1）～㊦）が考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　含
（1）分散剤との物理・化学的結徽よる物理化学的性状の変化、本物

　　質はD　M　S　OやTween80と結合したり吸着したりすることはほ

　　とんど考えられない6忍へTwee且80り1ミセル形成濃度は十数

　　づpm以上であると考えられてむり本試験条件の75、Z5PPb

　　の濃度ではミセルを形成しているとは考えられない。

（2）　分散剤による試験魚の生理的変化

　　分鍛剤によ集えらや蓄積排泄の渾程に潜ける試験物質の移動・一連舞

　に関与する組織機能に変化を与える場合である。

　　DM80、Twe　en80の48hr　T　Lm値はそれぞれ5釦00、5σ000

　　ppmであづて、本試験条件のDMSOむよび丁石reen80の濃度は第1

　区で4」25p皿卦よび75ppbまた第2区は0・4125p卯お・よ．びZ5：ppb

　であり、殆んど生理的には影響しない濤度と考えて差し支え左い一ら叉

　　DMS　Oは薬物の動物突然にむいて組織培養の際に使用されたり・細胞

　の保存の際に使用されその影響は殆んどなぢという文献もある。

㈹　試験農慶と水に対する溶解度との関係

　　一般に、試験罎度が水に対する溶解度の範囲内であるとき1《分散剤

　　の影響は、受けにくいと考えられる。本試験では第1区15ppb、

　　第2区1．5ppbでありいずれも、水に対する溶解度の範囲内である。

　　ち妙に・2’4’5『トリク口口フェノールについて購競闘墜時

　　と使用し左い時の試験の例を紹介する。（水に対ナる溶解度伯OP即

　　以上）

　　r試一験調分散剤’r．屡．濡董率　．1

隠u犠㍊㌫齢iまi酬
　　　　　　　　　　　　　　　　1　－21、55・■、．！

　　　　1ppb浸しr16i2・5す16512・へ

　　　　　　　　　1　　　　！287・213　210・2旬
　　　　　　＿止＿．．．＿⊥　一廻＿＿．錐一一

　　　上の結果からは、分散剤の影導は認められない。



総 括

以上、本試験条件にむける分散剤の濃縮性に与える影響につい

て検討したが、総合的に判断してその影響は非常に小さいと考

えられる。

以　　上




